
ライオンズクラブ国際協会は世界209の国または地域、136万人のメンバーを擁する世界一の奉仕団体です。

ライオンズクラブ国際協会
一般社団法人神奈川・山梨・伊豆大島 330-B地区ライオンズ

http://www.lions330-b.gr.jp/

2025〜2026年度

LIONS CLUBS INTERNATIONAL DISTRICT 330-B JAPAN

●第72回地区年次大会記念事業　記念植樹式典　根岸森林公園　2月18日

●330-B地区 新年賀詞交歓会　横浜ベイホテル東急　1月19日
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ガバナーズメッセージ
330-B地区新年賀詞交歓会
第3回キャビネット会議
2026〜2027年度地区ガバ
ナー・第1および第2副地区ガ
バナー立候補届出書受理式
横浜市長表敬訪問
第72回地区年次大会記念事業
記念植樹式典
次世代セミナー＆交流会

「Let‘s Enjoy Lions！」
～明日のライオンズクラブを
創ろう～
新年賀詞交歓会
◦オール山梨◦7Ｒ-３Ｚ◦8Ｒ
◦6R◦1Ｒ・2Ｒ・3Ｒ合同
◦9Ｒ
WYPT委員会
フルウィッグ3点セットを
小児がんセンターへ寄贈
クラブレター
◦小田原白梅LC
◦北杜LC　◦横浜中央LC
◦藤沢LC
編集後記

2025〜2026年度

国際会長テーマ

国際会長

A.P. シンL
（インド　コルカタ）

リーダーシップこそ奉仕、
奉仕こそリーダーシップ。

ガバナーテーマ

第61代地区ガバナー

（2R-3Z　横浜サンセット21LC）

L　森　川　吉　孝

　冬の名残のまだ去りやらぬ時候、ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。
平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
　さて、今期も半期が過ぎ、キャビネット主催の新年賀詞交歓会や各リジョン等
での賀詞交歓会が開催され、会員の皆様のお元気なお顔を拝顔いたし、これから
の期末へ向けてのキャビネット運営に対し希望と安心をいただきました。
　そろそろ年次大会の時期になります。
　先月行われた記念植樹式典に続き、3月17日にはレイクウッドゴルフクラブに
て年次大会ゴルフ大会、3月27日には伊勢佐木町のヤングボウルにてLCIFボウ
リング決勝大会、4月7日は横浜市開港記念会館にて代議員会、4月11日は横浜
ベイホテル東急にて年次大会式典とイベントが目白押しになります。ぜひ皆様の
ご参加をお願い申し上げます。
　会員の皆様には今期も「 ミッション1.5 」における会員拡大、地域に根差した
奉仕活動、また、他クラブとの交流、合同の奉仕活動をお願いしてまいりました。
今の世の中は人との交流が希薄になってきています。私たちはライオンズクラブ
の活動を通して、人と人をつなぐことを実践していくことが大事になります。重
ね重ね申し上げますが、地域社会への献身と奉仕を願う人たちがいらっしゃいま
す。そのような方たちへの奉仕を重ねていくことが私たちライオンズクラブの役
目です。
　今もこれからもクラブ、ゾーン、リジョン、地区と共に活動してまいりましょう。
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新年賀詞
月19日（月）17時から横浜
ベイホテル東急にて新年賀
詞交歓会が開催された。

　鈴木 忍キャビネット幹事の司会進
行により、井田 渉第2副地区ガバナ
ーの開宴の言葉でスタートした。国
歌独唱ならびにライオンズ・ヒム斉唱
に続き、新年の挨拶で森川吉孝地区ガ
バナーは「 半期を終わりましたが、本
当に充実した時間を皆様と過ごさせ
ていただきました。これからも皆様
の活動が楽しくなるように頑張りた
いと思います。今期はメンバーが微
増という状態ですが、まだまだ来期ま
でミッション1.5は続いております。
会員拡大、奉仕の手を増やしていきた
いので、この1点だけよろしくお願い
します 」と語られた。
　次に伏見 龍元国際理事が「330-B
地区は元々会員の多い地区でありま
す。それがだいぶ減少しました。ガ
バナーに支援を賜りますようにお願
いします 」と話された。
　続いて倉田雅史330複合地区ガバ
ナー協議会議長から「 今、インドは複
合地区が1つできあがるくらいの会
員増強になって、国際理事の定数も増
やすというのが国際大会の議題にな
っています。また、従来のライオンズ
クラブとは別の輪があります。キャ
ンパスクラブなどに我々がどう手助
けするかというのが次のミッション
になっています 」と述べられた。
　アワード表彰に移り、該当者と該当
クラブが表彰された。

　ライオンズ・ローアはガバナーと元
地区ガバナーにより行われ、三井寿浩
キャビネット会計の閉会の言葉で盛
況の内に終宴となった。
　取材・撮影：地区ニュース

副委員長　L野田　　覚

　　　　　〃　
　　　　アドバイザー　L近野　照彦

　アワードに続き鏡開きが行われ、祝
宴が開宴した。
　アトラクションでは横浜東レオク
ラブの加藤 楓Leo、河野泰佑Leo、
山岸 萌Leoによる演奏も披露され華
やかなムードが流れた。PRタイムで
は年次大会、各委員会からの今後の行
事のPRがあった。

1 330-B地区
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交歓会

　  

【 ミッション1.5 関連 】
会員拡大チャンピオン ピン：石原英
司 L（上野原LC）
会員ヒーロー賞 年度末マイルストー
ン シルバー：倉田雅史L（小田原白梅
LC）、神戸幸男L

森川吉孝L（横浜サンセット21LC）
倉田雅史L（小田原白梅LC）
櫻井貴裕L（藤沢LC）
鈴木　忍L（横須賀LC）
平賀新也L（甲府舞鶴LC）

【 LCIF理事長感謝状 】（個人・クラブ）
櫻井貴裕L（藤沢LC）
内藤修也L（笛吹LC）
横浜サンセット21 LC
川崎田島LC
川崎朋友LC
甲府舞鶴LC

【2024-2025年度LCIF】
LCIF理事長メダル プラチナム：倉田
雅史L、平賀新也L
LCIF理事長メダル ゴールド：櫻井貴
裕L
100/100クラブ：川崎田島LC、小
田原白梅LC、横須賀みかさLC

シニア・マスター・キー（累計25名の
スポンサー）： 田中ひろ子L（横浜桜美
林LC）
プレミアクラブ賞 パッチ：小田原松
風LC、甲州富士山LC

【 国際会長感謝状 】
北見裕之L（横浜港南LC）

AWARD

1月19日（月）
横浜ベイホテル東急

●女性・若手特別（WYPT）委員会のPR

●会員ヒーロー賞年度末マイルストーンシルバーを受賞
する330MDガバナー協議会議長倉田前地区ガバナー

●
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〈 第一号議案 〉2025〜2026年度
上半期地区会計報告の件　

【 提案通り承認可決 】
〈 第二号議案 〉リジョン・ゾーン再編
の件　
下記、規定により次年度（2026年7

月19日（木）厚木商工会議
室にて第3回キャビネット
会議が、内藤修也第1副地

区ガバナーの開会宣言で開催された。
司会は榎田 成キャビネット副幹事が
務めた。国歌・ライオンズヒム斉唱、
物故ライオンへ黙祷をし、木村記章キ
ャビネット副幹事によるライオンズ
の誓いが行われた。
　映像による構成員紹介の後、森川吉
孝地区ガバナーより「 今期純増が32
名で、勢いが鈍いので、下期ペース
をあげていきたい。会員拡大・退会防
止を皆様と一緒に活動していきたい 」
と、挨拶された。
　倉田雅史前地区ガバナー・名誉顧問
会議長からは「 第3回キャビネット
会議が終わると、遠くの方で次年度の
足音がしてくる。年次大会に向けて
一気に加速していきたい。本日もよ
ろしくお願いします 」と挨拶された。
　次に、鈴木 忍キャビネット幹事よ
り幹事報告、三井寿浩キャビネット会
計より会計報告が行われた。
　議事では

（1）議長選出・書記、議事録署名人の
選任・出席者の確認

（2）議案審議（提案理由説明）
（3）その他
を鈴木キャビネット幹事が行った。
　森川ガバナーが議長を務め、審議が
行われた。

月）より現在の4R-2Z・5R-2Z体制
を、4R-2Z体制に再編する承認を求
めます。
※5Rについては欠番といたします。

（但し、3年間とする）
【 提案通り承認可決 】
〈 第三号議案 〉
第72回地区年次大会代議員会におけ

第3回 キャビ第3回 キャビ第3回 キャビ

■ 

第
３
回
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ャ
ビ
ネ
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ト
会
議

2 2月19日（木） 会場：厚木商工会議室

審 議 事 項
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2024〜2025年度地区会計年次決
算報告の件
下記、規定により報告上程いたします
ので承認を求めます。
※経理分科会にて議案審議経過報告
を得て全体会決議事項 （地区ガバナー
提案）

（議案3ー2）

る議案の件
地区年次大会代議員会における上程
議案として下記議案を提案すること
の承認を求めます。（地区ガバナー提
案）

【（議案3ー1）〜（議案3ー3）まです
べて提案通り承認可決 】

（議案3ー1）

2026〜2027年地区年次大会開催
地決定の件
下記の規定により 2026〜2027年
度330-B地区年次大会を山梨県峡東
地区で開催することの承認を求めま
す。※全体会決議事項 （地区ガバナー
提案）

（議案3ー3）
2026〜2027年 度330-B地 区 拠
出金の件
下記の規定により2026〜2027年
度1から9の地区拠出金の承認を求
めます。※1から9全体会決議事項 

（地区ガバナー提案）
　議事要約の確認を、佐藤明人総務委
員長が行った。
　閉会宣言では、井田 渉第2副地区
ガバナーから「 本日は大変お疲れ様
でした。無事に第3回キャビネット
会議を終えることができましたこと
を感謝します 」と挨拶され閉会した。

　 な お、審 議 事 項 お よ び 第3回 キ
ャビネット会議の詳細については、
330-B地区ホームページの「 メンバ
ー専用ページ>リソースセンター>
キャビネット会議>2025−2026
年度>第3回報告書 」にてご確認く
ださい。
　取材：地区ニュース

　　　　　副委員長　L中西　将志

　撮影：　　〃　　委員長　L山田　博之

第3回 キャビ第3回 キャビ ネットネット会議開催 会議開催 第3回 キャビ ネット会議開催
2月19日（木） 会場：厚木商工会議室
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　2月5日（木）午前、キャビネット事務局において、
森川吉孝地区ガバナー、鈴木 忍キャビネット幹事、三
井寿浩キャビネット会計立ち会いのもと、次期地区ガバ
ナーと次期第1・次期第2副地区ガバナーの立候補届出
書受理式が行われた。
　10時30分、内藤修也第1副地区ガバナー（11R-
1Z笛吹LC所属）が来局。内藤第1副ガバナーは、所信
表明で根底に「 感動 」のある地区運営を目指したいと
話し、「 感動は人の心を動かし、行動を生み、組織を前
進させる原動力であり、感動のある例会は会員の結束
と誇りを高め、感動のある奉仕は参加意欲を育み、感動
のある発信は地域からの信頼と共感を広げる 」と熱弁
をふるわれた。また、国際協会が掲げる「 ミッション
1.5 」の実現に向けて330-B地区会員数3,600名への
挑戦を掲げ、仲間と協力して「 対話と実践 」を基本姿勢
に、会員拡大と人材育成の好循環を創出していきたいと
宣言された。
　続いて、11時に井田 渉第2副地区ガバナー（5R-2Z
川崎富士見LC所属）が来局し、届出書類を提出した。
井田第2副ガバナーは、今期の活動を通して330-B地
区メンバーの「 誇り 」と「 真摯さ 」を再認識した。この
基盤の上に「 多様性 」と「 コラボレーション 」を取り
入れていくことが会員増強につながると話し、小さな一
歩が前向きな「 改革 」となり、多くの仲間を得、地域に
存在を示すチャンスになると所信を述べられた。
　11時30分、次期第2副地区ガバナーの立候補者と
して、8R-1Z藤沢LC所属の櫻井貴裕330複合地区
LCIFコーディネーターが推薦メンバーと共に来局し、
立候補届出書を提出した。櫻井Lはライオンズクラブの
活動を通して世界中で起きている問題や助けを求める
人々を目の当たりにし、「 もっと多くの人を助けたい 」
という思いが強くなった。一個人としてでは限界がある
と悟り、地区が一丸となって奉仕に向かえる体制を整え
るために全力を尽くしたいと立候補に至った経緯を話
された。
　昼食休憩を挟んで指名委員会が開かれ、尾立孝司委員
長、梶谷美雄委員および森川ガバナー、鈴木キャビネッ
ト幹事、三井キャビネット会計が同席し、ライオンズク
ラブ国際協会会則および国際付則の選出規定に則り、3
名の立候補者について有資格者であることを確認し、候
補者として確定された。
　今期の選挙は、告示日が3月6日（金）、選挙運動期間
は4月6日（月）まで。4月7日（火）の第72回地区年次
大会代議員会において投票により決定される。

取材：地区ニュース　アドバイザー　L中井　弘明

　撮影：　　　〃　　　　　　　　〃　　　　L近野　照彦

2026-2027年度地区ガバナー・第１および第２副地区ガバナー

立候補届出書受理式
●
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各候補者の所信表明動画は330-B地区のメンバー専用
ページでご覧いただけます。
https://www.lions330-b.gr.jp/members_only/
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橋梁架設工事・耐震、補修工事・土木工事
重量品機器搬入据付工事・一般貨物運送

〒409-3813　山梨県中央市一町畑912-1 TEL 055-273-1771 FAX 055-273-1774梨県中央市 町畑912 1 TEL 055 273 1771 FAX

株式会社株式会社    中中 部部株式会社  中 部

甲府若葉LC甲府若葉LC

小　尾　　　武小　尾　　　武
〒245-0006　神奈川県横浜市泉区西が岡1-31-20
TEL.045-814-5043　FAX.045-814-5047

E-mail. komatu5043@gmail.com

携帯 . 090-4626-0917

代　表　小　松　和　芳
（横浜戸塚中央 LC）

小松表具店小松表具店小松表具店

　12月17日(水)、森川吉孝地区ガ
バナーは、内藤修也第1副地区ガバナ
ー、井田 渉第2副地区ガバナー、鈴
木 忍キャビネット幹事、三井寿浩キ
ャビネット会計と共に、横浜市長・山
中竹春様を表敬訪問した。
　森川ガバナーはガバナー就任の挨
拶後、ライオンズクラブ国際協会の理
念と実績について説明し、近年頻発し
ている自然災害における迅速な支援
活動などについて報告。今期ガバナ
ーとして、それらの支援をさらに広げ
ていくために、ガバナーテーマを『 つ
なぐ 』〜リーダーシップと奉仕〜と
し、会員たちに奉仕のリーダーとして
の自覚と行動を促していることを熱
く語った。そのうえで、行政とも引き
続き連携し、協力関係を強固にして市
民の力になっていただきたいと話し、
今後の活動への支援をお願いした。
　また、4月11日(土)に横浜ベイホ
テル東急で開催する第72回年次大会
には、山中市長にぜひご出席いただき
たいとお願いした。
　山中市長は日頃の活動に謝意を述
べ、今後の協力を約束された。

　撮影：地区ニュース

アドバイザー　L近野　照彦

　取材：地区ニュース

アドバイザー　L中井　弘明

森川吉孝地区ガバナー一行森川吉孝地区ガバナー一行

横浜市長 山中竹春様を表敬訪問横浜市長 山中竹春様を表敬訪問
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様がご列席され、ライオンズクラブ関
係者を含め、約40名の方々が参加し
た。
　13時、内藤修也第1副地区ガバナ
ーの開式の言葉に始まり、尾形慶三第
72回地区年次大会委員長の主催者挨
拶、森川吉孝地区ガバナー挨拶、福井
康朝2RCの挨拶と続いた。
　今回植樹する4本のジンダイアケボ
ノ（桜）は、耐性がなくなってきたソメ
イヨシノの代替品種として名所などで
急速に普及が進んでいる品種で、花付
きがよく寿命も長いので50年100年
と桜を楽しむことが期待できるという。
　来賓挨拶では、藤田担当理事から日
頃のライオンズクラブの活動への感謝
と、日本初の洋式競馬場の跡地として

　2月18日（水）快晴の横浜市根岸森
林公園にて、第72回地区年次大会記
念事業の皮切りとなる記念植樹式典が
開催された。この事業は330-B地区
と2リジョンが共同で実施するもので、
2027年に横浜市で開催される国際園
芸博覧会「 GREEN×EXPO 2027 」
の機運醸成事業にも位置づけられてい
る。
　当日の式典には、ご来賓として横浜
市みどり環境局から担当理事の藤田辰
一郎様と、南部公園緑地事務所都心部
担当課長・坂田弘太朗様、同担当係長･
臼田吉徳様、（公社）2027年国際園芸
博覧会協会機運醸成課長の藤川 満様、

（公財）横浜市緑の協会施設課長の金澤
雅範様、根岸森林公園園長･田口克郎

知られ、現在は市内有数の桜の名所と
なっている根岸森林公園への今回の植
樹に対するお礼が述べられた。
　次に挨拶された藤川課長は、来年開
催される「 GREEN×EXPO 2027 」
に向けて森川ガバナーよりご協力の申
し出を受け今回の植樹に至ったこと、
また394日後の開催の頃に桜の見頃
を迎えるので、今日植樹されるジンダ
イアケボノと共にエキスポ会場に咲く
40種600本の桜の競演を楽しんでほ
しいと話し、応援よろしくお願いしま
すと結ばれた。
　その後、植樹作業へと移行し、最後
に記念撮影をして式典は閉会した。
　取材・撮影：地区ニュース

アドバイザー　L中井　弘明

第
72
回
地
区
年
次
大
会
記
念
事
業

記
念
植
樹
式
典
挙
行

●
み
ど
り
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境
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・
藤
田
担
当
理
事
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●講師：中村泰久元国際理事

　1月31日(土)ロイヤルホールヨ
コハマにて、『 Let's Enjoy Lions』
〜明日のライオンズを創ろう〜をス
ローガンに次世代セミナーを開催い
たしました。ライオンズの魅力・知識
を知ってもらい、次世代を担うメンバ
ーの方々に、今後のライオンズライフ
を楽しく活動し、そしてリーダーとし
て活躍していただくことを目的とし
たセミナーです。会場には他地区か
らのメンバーも含め100名近くの参
加となりました。
　第1部では素晴らしいお二人の講
師を迎えお話をしていただきました。
最初は、髙橋順之333複合地区GLT
コーディネーターからクイズ形式で
ライオンズの知識を学び、「 チャンス
クイズ 」など趣向を凝らした企画も
あり大いに盛り上がりました。
　続いて、中村泰久元国際理事による

『 国際協会の仕組みとこれからのライ
オンズ 』のテーマで、日頃聴くことの
できない世界のライオンズ、そして本
来あるべきライオンズについてのお
話があり、参加者も興味深く何度もう
なずいていました。

　第2部ではGST委員会より例会訪
問カードなどの話があり、その後、森
川吉孝地区ガバナーの乾杯の挨拶と
ともに交流会が始まりました。
　セミナーとは違い緊張感もほぐれ、
壇上での参加者のフリートークで盛
り上がりました。また、メンバー間に
て例会訪問の約束も多数みられ、交流
への期待と親睦の深まりを感じる活

気あふれる時間となりました。
　指導力育成（GLT）委員会として、
今後も有意義なセミナーを開催し、ラ
イオンズの魅力を発信していきたい
と思います。
　GLT地区副コーディネーター

L青木　哲也

　撮影：地区ニュース

副委員長　L新井　宏次

指導力育成
（GLT）委員会
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〜明日のライオンズを創ろう〜 次世代セミナー開催
『 Let's Enjoy Lions』
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中澤一浩理事長に目録贈呈が行われた。
　来賓挨拶で森川ガバナーは半期を振
り返り、会員増強34名の成果に感謝
を述べると共に、『 つなぐ 』をテーマに
後期もさらなる増強が必要であると強
調した。
　内藤第1副ガバナーは「 私にとって
オール山梨が奉仕の原点であり、山梨
で培われた絆を330-B地区全体へ広
げたい 」と抱負を述べた。井田 渉第2
副地区ガバナーも「 森川ガバナー、内
藤第1副ガバナーのご指導をいただ
きながら、皆様の活動がさらに魅力的
な活動につながるようにお手伝いしま
す 」と話された。
　その後、小尾 武世話人会相談役の

「 ウィ・サーブ 」の発声で懇親会が始
まった。会場では、それぞれのクラブ・
会員の親睦が図られ、和気あいあいの
雰囲気の中盛大に執り行われた。オー
ル山梨全員の「 また会う日まで 」の後、
三枝正揮10R-3ZCの閉会の言葉をも
ってオール山梨新年賀詞交歓会は無事
に終了した。
　取材・撮影：地区ニュース

副委員長　L長坂　　正

　世話人副代表・内田宗英11RCの開
会の挨拶から始まり、国歌・ライオンズ
ヒムを斉唱、物故ライオンのご冥福を
お祈りし、この1年に故人となられた
世界の物故ライオン、ならびに献眼・臓
器移植にご協力いただいた方々へ敬意
と感謝を込めて黙祷を捧げた。
　次に顧問・来賓・世話人の紹介が行わ
れ、世話人代表・平賀新也10RCが挨
拶に立ち、2月5日に内藤修也第1副
地区ガバナーが地区ガバナーへ立候補
届を提出予定であることに触れ、「 オー
ル山梨としてこれからが本番。多くの
皆様のご協力をお願いしたい 」と力強
く呼び掛けた。顧問挨拶では、石原英
司LCIF副 エ リ ア リ ーダ ーMD330・
333 、渡辺和廣元地区ガバナー、中澤
一浩元地区ガバナーより激励の言葉が
贈られた。
　続いて、各クラブとオール山梨から

（公財）山梨県アイバンク 石原英司理
事長と（公財）山梨県臓器移植推進財団 

　星野俊介7R-3ZSの司会で開始した
新年合同例会は、厚木マルベリーLC香
内隆宏会長の開会の言葉とゴングで始
まった。
　来賓紹介、鈴木泰堂7R-3ZCの挨拶
に続き、森川吉孝地区ガバナーは新年
の挨拶で、香港国際大会への参加を呼
び掛けた。続いて10月以降に入会さ
れたメンバー、スポンサーへ森川ガバ
ナーよりバッジの贈呈が行われた。続
いて大山 学7RCの挨拶、厚木さつき
LC小暮 勲会長がホストクラブ会長挨
拶を行った。
　報告・連絡事項として、鈴木ZCより
ゾーン内のコミュニケーションを図る
ア プ リ「 BAND」導 入 の 告 知、GST
委員会より例会アクティビティ訪問カ
ード、GLT委員会より1月31日（土）

『 Let's Enjoy Lions』次世代セミナ
ーと交流会、WYPT委員会より3月2
日（月）「 BREATHING LESSON 〜
由美コアブリージング〜 」、鈴木 忍キ

オール山梨　1月23日
アピオ甲府

7R-3Z　1月27日
レンブラントホテル厚木

新年賀詞交歓会

1月19日の330-B地区新年賀詞交歓会に続き、1月後半
から2月中旬にかけて、各リジョンでビジョンの共有と親
睦を図る賀詞交歓会や新年合同例会が開催された。

オール山梨

7R-3Z 7R-3Z

オール山梨

オール山梨
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　森本正明8RSの司会で開始した合同
例会は、丸山正浩8RCのゴングと開会
の挨拶に始まり、国歌、ライオンズヒ
ム斉唱、物故ライオンへの黙祷に続い
て、地区ガバナーならびに地区役員の
紹介が行われ、各クラブの紹介後ゾー
ン毎にローアを行った。
　森川吉孝地区ガバナーは挨拶で「 前
期が終わり会員拡大は微増となってい
る。ミッション1.5達成に向けて会員
拡大をして大きな奉仕活動を行うこと
が大切です。そのためには多くの方に
声掛けをして地域のためのアクティビ
ティをみんなでやりたい。先ほどのク
ラブ紹介で皆さんが楽しんでいる姿が
見えてうれしく思います 」と語られた。
　次に内藤修也第1副地区ガバナーは

「8Rで生まれた絆を330-B地区全体、
未来につなぐことを期待しています 」
と話し、井田 渉第2副地区ガバナーは

「 午年は物事が勢いよく達成される縁
起のいい年。私自身もクラブの繁栄に

ャビネット幹事より今後の行事の案内、
最後に星野ZSよりLCIFボーリング大
会の案内があり、厚木もみじLC山田一
志会長の閉会の言葉とゴングで合同例
会は終了した。
　懇親会は海老名飛鳥LC佐々木洋二L
の開宴の言葉に続いて、内藤修也第1
副地区ガバナーの挨拶があり、井田 渉
第2副地区ガバナーの乾杯で始まった。
　「 目指せ!ライオンズマスター」と題
した各クラブとガバナー対抗でのクイ
ズ大会では、ライオンズに関する歴史、
組織など6つのジャンルから各3問の
○×式クイズと最終の3択問題（1問5
点）の合計19問が出題され、会場は大
変盛り上がった。1位はガバナーの21
点、優勝は厚木マルベリーLCの20点
で、ガバナーより香港国際大会で開催
されるガバナー晩餐会へ1名がご招待
された。
　最後に「 また会う日まで 」、5クラブ
の会長によるライオンズ・ローアを力強
く行い、榎田 成キャビネット副幹事の
閉宴の言葉と三本締めで締めくくった。
　取材・撮影：地区ニュース

副委員長　L野田　　覚

役に立てるように全力で走りますので、
よろしくお願いします 」と挨拶された。
　新入会員の入会式では17名の新入
会員が紹介された。
　 続 い て、櫻 井 貴 裕330複 合 地 区
LCIFコーディネーターによるLCIFセ
ミナーがあり、「 LCIFの運用 」「「 シェ
アリング交付金 」「 MJF」などが紹介
された。最後に山岸真樹8R-2ZCの閉
会のゴングと挨拶で例会は終了した。
　懇親会は芳村 健8R-1ZCの開会の
言葉で始まり、吉本晴夫元地区ガバナ
ーが「 今年は8Rから第2副地区ガバ
ナー立候補者が出ております。立派な
ガバナーになると私は確信しています。
ぜひご協力を賜りたいと思います 」と
挨拶された。
　 乾 杯 は 鳥 居 眞 弓330複 合 地 区
WYPTコーディネーターが行った。
　懇親会ではクラブを越えて交流が図
られ、最後にゾーン、各委員会、クラ
ブ毎のイベントの案内があり、野沢敏
祐8R-3ZCの閉会の言葉で閉宴した。	
　取材･撮影：地区ニュース

副委員長　L野田　　覚

8R　2月13日
寒川神社  参集殿

7R-3Z

8R 8R

8R8R

7R-3Z
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　選挙直前でお忙しい中、出席してい
ただいた小田原白梅LC牧島かれんLか
らもお祝いのお言葉をいただき、その
後、佐藤精一郎元地区ガバナーが挨拶
された。また、ご公務のため欠席とな
った倉田雅史ガバナー協議会議長から
はお祝いの電報が披露された。
　続いて、7名の新入会員と各スポン
サーの紹介が行われ、記念品が贈呈さ
れた。
　その後、鏡開きが行われ、桜井孝一
元地区ガバナーの乾杯で懇親会がスタ
ート。アトラクションの生演奏の中、
美味しい料理とお酒を飲みながらの歓
談。
　最後にRC、ZC、各クラブ会長によ
るライオンズ・ローアが行われ、全会員
が輪になり「 また会う日まで 」を歌い、
岩本和博6R-1ZCの閉会の言葉で終了
した。
　取材・撮影：地区ニュース

委員　L山口　貴弘

　来賓に森川吉孝地区ガバナー、内藤
修也第1副地区ガバナー等のライオン
ズ関係役員の方々など多数のご出席を
賜り、盛大な新年賀詞交歓会が執り行
われた。
　小野信水6R-2ZCの開会の言葉で始
まり、大澤玲子6RCの挨拶では「 今後
行われる、年次大会等に多くのメンバ
ーに出席していただきたい 」とお願い
があった。
　来賓挨拶では、森川ガバナーより

「 会員拡大をお願いしながらもクラブ
ごと地域に根差した活動をしてほし
い 」というお言葉と、内藤第1副ガバ
ナーからは「 今期のガバナーテーマで
ある『 つなぐ 』を大切にして、今後と
も活動を進めていってほしい 」とお言
葉があった。

　十重田 航3RSの司会により、桜庭
友見1RCの開会の挨拶ならびにゴング
で、今回の出席登録者数は239名であ
ることも報告され、賀詞交歓会は幕を
開けた。
　国歌ならびにライオンズヒム斉唱、
小松和芳3RCによる出席者紹介と続
き、伏見 龍元国際理事、森川吉孝地区
ガバナー、内藤修也第1副地区ガバナ
ー、井田 渉第2副地区ガバナーよりご
祝辞があった。伏見元国際理事は「 あ
と残り4ヵ月となりましたが、ガバ
ナーの提唱する会員増強を成し遂げ、
330-B地区を共に盛り上げていきた
い 」と挨拶された。
　続く森川ガバナーは「 ライオンズク
ラブ国際協会から提唱されて始まった

『 ミッション1.5 』は、世界のライオ

6R　1月26日
湯元富士屋ホテル

1R・2R・3R合同　2月16日
横浜ベイシェラトンホテル

1R・2R・3R合同1R・2R・3R合同

6R

6R

6R

6R
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　全員によるライオンズ・ローアの後、
福井康朝2RCによる閉会の挨拶で合同
賀詞交歓会は閉幕となり、久しぶりの
オール横浜での会合で、親睦を深め合
った夜となった。
　取材：地区ニュース

副委員長　L田中　準二
　撮影：　　〃　 　

アドバイザー　L近野　照彦

　当日は多くの会員の皆様にご出席
いただき、新年の挨拶をまず山中 健
9RCからいただいた。
　森川吉孝地区ガバナーからは今年の
目標の会員増強の件で改めてお話と、
新年の挨拶をされた。LCIF委員からは
献金の御礼とさらなる献金のお願いも
あった。また来場者の地元の青年会の

ンズメンバーを現在の136万人から
150万人へ拡大しようというもので、
ぜひ横浜の力をお借りして会員拡大に
つなげていきたい。そのためには1ク
ラブだけでなく、各クラブ同士が協働
していくことが大事だ。そして地区2
本目の柱として、LCIFへの寄付もお願
いしたい 」と語った。
　引き続き小山正武元地区ガバナーに
よる乾杯があり、会食歓談となった。
　アトラクションとして、横浜を代表
する神楽社中『 里神楽 加藤社中 』によ
る「 獅子舞 」と「 大黒舞 」が披露され
た。「 里神楽 」とは我が国最古にして最
長の芸能であり、神話をもとに演劇化
され、舞・謡・太鼓・笛・デザインなど伝
統の真髄が凝縮されており、起源は天
野岩戸神話にまで遡るとのこと。
　おめでたい伝統の舞の後は、藤間流
勘右衛門派の藤間もゆか氏による華や
かな日本舞踊や、歌手の水木昌平さん
の歌を堪能した。

方からも温かい祝辞をいただくなど、
新年らしい例会となった。新入会員も
そうだが、特に女性会員への記念品な
どの贈呈が行われた。9Rでは数名の女
性会員の入会があり、華やかな雰囲気
となった。
　懇親会では、横須賀市長の上地克明
様からは地元への活動に対する感謝の
言葉を、三浦市長の出口嘉一様からは
初めて市長になってこんなに新年会が
多いのかと身近な話題をいただいた。
　歓談の時間には会員相互の親睦を深
めると共に、地域の課題や今後の事業
について前向きな意見交換が行われた。
恒例のラッキーカード抽選会では地元
ならではの商品が提供され、大いに盛
り上がった。
　最後に大きな輪になり「 また会う日
まで 」を斉唱し、今年の幕開けとなっ
た。
　取材・撮影：地区ニュース

委員　L高橋真樹子

9R　1月29日
メルキュールホテル横須賀

1R・2R・3R合同1R・2R・3R合同

9R

9R

9R

9R
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総合解体工事・アスベスト除去工事
人にやさしい環境を

株式会社 トラスト

代表取締役　鈴木　忍
（横須賀ライオンズクラブ所属）

〒238-0024　横須賀市大矢部5-10-7
TEL.046-854-5560　FAX.046-854-5563

URL：http//trust-kaitai.com

フルウィッグ3点セットを

小児がんセンターへ寄贈！！
　12月18日(木)神奈川県立こども
医療センターの小児がんセンターを
岩﨑絹代女性・若手特別（WYPT）副
委員長が訪問し、今回で3回目になる
ウィッグ贈呈活動を行った。ヘアド
ネーションによって作られた、サイズ
の異なるフルウィッグ3セットを専
従看護師の大倉貴和看護師に贈呈し
た。
　大倉看護師からは「 子どもたちの
頭の形が違うのでサイズを変えてい
ただけてとても助かっている。ウィ
ッグの質感もとても良いので子ども
たちも喜んでいます。本当にありが
とうございます 」と感謝された。
　岩﨑副委員長は「 この活動を通し
て子どもたちの笑顔が少しでも増え
てくれていると思うとうれしい。こ
れからも引き続きご支援させていた
だきます 」と話し、終始和やかな贈
呈式は、岩﨑副委員長から大倉看護師
に、次回の訪問時にもウィッグをお届
けにくることを伝え終了した。
　取材・撮影:地区ニュース

副委員長　L中西　将志

女性・若手特別
（WYPT）委員会

委員会報告
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小田原白梅LC・早稲田大学小田原白梅LC・早稲田大学
科 学コン テスト2 0 25 開 催科 学コン テスト2 0 25 開 催

1 科学コンテストの開催
　昨年12月14日（日）、小田原白梅
LCと早稲田大学の共催により、「 小
田原白梅ライオンズクラブ・早稲田大
学科学コンテスト2025 」を開催い
たしました。
　本コンテストは、地域の中学生が科
学に親しみ、自ら考え、探究する姿勢
を育むことを目的とした当クラブの
継続事業であり、早稲田大学のご協力
のもと、毎年12月に実施しておりま
す。以前は中学生と高校生を対象と
していましたが、現在は中学生に限定
して実施しており、今年は小田原市を
中心とした4校から14作品の応募が
ありました。
　当日は、生徒の皆さんが緊張しなが
らも真剣な表情で研究成果を発表し、
会場は活気と熱意に包まれていまし
た。

3 今年のコンテストを振り返って
　応募作品は自然科学分野の自由研
究とし、テーマを細かく限定せず、生
徒たちの素朴な疑問や日常生活での
気づきを大切にしています。
　今年は、津波の発生メカニズムや被
害軽減、紙飛行機の飛行特性、身近な
生き物の生態など、多彩な研究が発表
され、いずれの作品からも高い完成度
と粘り強い探究心が感じられました。
　さらに、早稲田大学の鈴木進補先生
に宇宙での実験をテーマとした講義
をしていただきました。科学の魅力
をより深く伝えられた機会ともなっ
たと思います。
　「 未来の科学者集まれ 」というサブ
テーマのもと、本コンテストでの経験
が生徒たちの将来につながることを
願い、今後も地域・大学・クラブが連
携し、本事業を継続してまいります。
　6R-1Z　小田原白梅LC
　科学コンテスト委員長

L阪之上克巳

2 科学コンテストの意義
　審査委員長には、早稲田大学栄誉フ
ェロー・名誉教授であり、紫綬褒章お
よび文化功労者の表彰を受けられた
大石進一先生にご就任いただいてお
ります。大石先生からは、研究内容を
深く理解されたうえでの専門的かつ
温かみのある講評と、生徒一人ひとり
の今後の成長につながる貴重な助言
をいただくことができる大変貴重な
機会となっております。
　また、早稲田大学および東海大学の
先生方から研究内容や発表方法につ
いて直接助言を受けられる点も、本コ
ンテストの大きな特長であり、生徒た
ちにとって将来の学びや進路を考え
るうえで大きな刺激となっておりま
す。

フルウィッグ3点セットを

小児がんセンターへ寄贈！！

小田原白梅LC
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女性会員の活躍で大きな成果女性会員の活躍で大きな成果

「 第18回横浜市女子セブンズ大会 」高校生の部開催「 第18回横浜市女子セブンズ大会 」高校生の部開催
女子7人制ラグビー大会女子7人制ラグビー大会

　 北 杜LCは、31人 の メ ン バ ー の 内
10名が女性（家族会員）だ。現在、こ
の10名の女性会員がクラブの奉仕活
動に欠かせない存在となっている。
　2014年に山田實紘元国際会長が女
性会員を拡大する方針を出された。当
クラブもその方針に従い6名の女性会
員が入会した。その後新たに4名が加
わり、現在では10名となった。
　初期には女性会員の奉仕活動は少な
く、人数合わせ的な存在だった。そん
な中で、女性会員でも何かできるはず
だと手を挙げたのがリーダー格の矢崎

　1月11日（日）・12日（月・祝）ニッ
パツ三ツ沢球技場にて横浜市ラグビー
フットボール協会が主催する女子7人
制ラグビー大会「 第18回横浜市女子
セブンズ大会 」高校生の部が開催され
ました。当クラブの主要継続事業とし
てこの大会に協賛して8回目となりま
す。

元子Lだ。彼女は、自分の得意分野で何
ができるか考えたそうだ。そして、薬物
乱用防止教育の認定講師資格を取得し、
元教師の経験を活かし、子どもたちに薬
物乱用防止の教育をする活動を始めた。
今では、定期的に北杜市内の小中学校に
出向き、児童と生徒に薬物乱用防止教室
を10年間継続して行っている。
　次に彼女たちは「 女子会 」を結成し
た。この会では、食事をしながら女性会
員がクラブで何ができるかを話し合っ
た。そして、次々に新たな奉仕活動に女
性が参画するようになった。今では年2

回行われるフードドライブ活動を女性
会員が主体的に行っている。昨年2回

（夏と冬）実施したフードドライブ活動
では、合計米1,166kg、食品313kg
の寄付を集め大きな成果があった。
　さらに最近では、クラブ運営にも女性
会員が関わり、クラブの幹事や例会のテ
ーマ役を女性にしてもらっている。こ
のように、女性会員が積極的に奉仕活動
に加わるようになり、明るく楽しいクラ
ブに変身した。
　取材・撮影：地区ニュース

副委員長　L長坂　　正

贈呈し写真撮影を行いました。
　スポンサーも参加チームも年々増え
て盛り上がってきたことは大変うれし
いことです。これからの女子ラグビー
を支える若者が育っていくことを願っ
ています。
　1R-2Z　横浜中央LC

会長　L高根沢　勉

　全国より16チームが集合し、2日間
にわたり熱戦が繰り広げられ若さ溢れ
る試合が展開されました。
　決勝戦は島根県の石見智翠館高校と
関東学院六浦高校Bチームの戦いとな
り、地元関東六浦高校が優勝いたしま
した。他クラブビジターも多数応援に
来てくださり、閉会式は優勝カップを

北杜LC

横浜中央LC
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代表取締役社長　大滝　靖生代表取締役社長　大滝　靖生代表取締役社長　大滝　靖生

薬物乱用防止教育講座を実施薬物乱用防止教育講座を実施
秋葉台小学校で秋葉台小学校で

　1月23日（金）、藤沢LC（青木明彦
会長）は藤沢市立秋葉台小学校において
薬物乱用防止教育講座を行いました。
対象は6年生90名。メンバーは7名
が参加し会場設営などを行いました。
　生徒たちは講師の上條和明第1副会
長の話に聞き入り、講義後の質疑応答
では質問が途切れることがなく、子ど
もたちの薬物乱用への関心の高さを感
じる講義でした。
　校長先生からは「 子どもたちに早い
時期に薬物乱用の恐ろしさを伝えるこ

とができてよかった。生徒の心に響く
講義でした 」とお礼の言葉をいただき
ました。
　講義で使用した資料は、小池和子
330複合地区薬物乱用防止副委員長か
らいただきました。この資料のおかげ
で講師経験の少ない方でも負担なく講
師ができるようになり、今後は講師の
なり手が増えると思います。クラブで
大切に活用させていただき、今後も子
どもたちに薬物乱用の恐ろしさ、自分
を大切にすること、断る勇気を持つこ

と、そして、藤沢LCらしく思いやりと
気配りの大切さを伝えていきます。
　当クラブでは5月の例会に小池副委
員長と立山和也薬物乱用防止・クエス
ト委員長を招き、メンバー向けの講習
を予定しています。貴重な時間と優れ
た知恵を惜しみなく分かち合ってくだ
さるお二人に感謝申し上げます。
　8R-1Z　藤沢LC
　マーケティングコミュニケーション委員会

L広瀬　　繁

藤沢LC
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吉本会計事務所吉本会計事務所吉本会計事務所
「おかげさまで 創業50年」「おかげさまで 創業50年」「おかげさまで 創業50年」

所長・税理士　吉 本　晴 夫
（藤沢中央ライオンズクラブ所属）

〒251-0042　神奈川県藤沢市辻堂新町1-1-17　プレール湘南辻堂1401〒251-0042　神奈川県藤沢市辻堂新町1-1-17　プレール湘南辻堂1401
TEL 0466-36-8742（代表）　FAX 0466-35-5001　E-Mail yosimoto@aria.ocn.ne.jpTEL 0466-36-8742（代表）　FAX 0466-35-5001　E-Mail yosimoto@aria.ocn.ne.jp
〒251-0042　神奈川県藤沢市辻堂新町1-1-17　プレール湘南辻堂1401
TEL 0466-36-8742（代表）　FAX 0466-35-5001　E-Mail yosimoto@aria.ocn.ne.jp

〒210-0863 川崎市川崎区夜光一丁目7番9号 塩浜ビル301　E-mail：ishida@kensho-inc.co.jp　TEL.044-270-2275　FAX.044-270-2276

建設業許可 神奈川県知事許可（般-29）第78859号

建築・土木一式総合建設業
石　田　真　一取締役会長

（川崎臨海ライオンズクラブ所属）株式会社  建　匠
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SUNSUNSUN 有限会社有限会社 サンテックサンテック有限会社サンテック
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　今年度副委員長を拝命しました、Ｌ野田
です。地区ニュース委員会でお手伝いをさ
せていただくようになって、気づけば4年
が経ちました。地区内のさまざまなアクテ
ィビティや周年行事にお邪魔するのが、実
は毎回楽しみで仕方がありません。ベテラ
ンの皆様の阿吽の呼吸や、若いメンバーの
新しいアイデアに触れるたび、「 ライオンズ
ってやっぱりすごいな！」と、私自身が一
番刺激をいただいているような気がします。
　​取材中、カメラを構えたりメモを取った
りしながら、いつも心に留めていることが
あります。それは「 主催者の皆様の、言葉
にできないほどの熱い思いを、どうすれば

読者に届けられるだろうか 」ということで
す。
​　記念式典の厳かな空気感や、奉仕の現場で
見せるメンバーの皆さんの笑顔。その奥に
ある「 地域のために 」という純粋な気持ち
を、少しでも温度感を保ったまま誌面に載せ
たい。そんな思いで記事を綴っています。
　​4年経ってもまだまだ勉強の日々ですが、
皆様の活動の魅力をしっかりとお伝えでき
るよう、これからもカメラ片手に駆け回り
たいと思います！
​　最後になりますが、皆様にとって、この
春が素晴らしい季節になりますように祈念
します。

地区ニュース委員会
副委員長

L野　田　　　覚
（8R-2Z　茅ヶ崎グリーンLC）

謹んで哀悼の意を表しご冥福をお祈り申し上げます物故ライオン

髙梨　哲誠L
平塚湘南LC
R7.10.4（90才）

松島　信之L
横浜旭LC

R7.7.25（80才）

横内　礼子L
川崎リバティLC
R7.6.27（81才）

小尾　　武L
甲府若葉LC
R8.2.13（88才）

平山　正晴L
横浜中LC

R8.1.15（101才）

小野　孝之L
小田原LC

R7.12.25（84才）

髙田　喜八L
厚木もみじLC
R7.11.28（81才）

日野原昭仁L
甲府中央LC
R7.8.30（75才）
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充実した士業サポート体制。不動産に関する全てをワンストップでお任せいただける不動産会社です。


